
常任委員会報告

高山市議会ぎかいだより 第14号 14

政
策
課
題
１　

個
性
あ
る

地
域
づ
く
り
の
推
進
と
一

体
感
の
確
保

　

先
進
地
「
豊
田
市
」
の

視
察
及
び
各
支
所
地
域
の

地
域
審
議
会
正
副
会
長
と

の
分
野
別
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
課
題
の
調
査
・

分
析
を
行
い
ま
し
た
。

【
行
政
視
察
】

地
域
自
治
シ
ス
テ
ム

（
豊
田
市
）

◆
概
要

平
成
17
年
新
豊
田
市
誕
生

（
周
辺
６
町
村
と
合
併
）

 

・
面
積　

約
９
１
８
㎢

 

・
人
口　

約
42
万
人

　

合
併
し
た
都
市
部
と
山

間
部
で
は
地
域
事
情
の
違

い
に
よ
り
課
題
も
異
な
り
、

市
内
一
律
の
対
策
で
は
十

分
な
成
果
が
得
ら
れ
に
く

い
た
め
、
必
要
な
と
こ
ろ

に
必
要
な
対
策
が
タ
イ
ム

リ
ー
に
行
き
届
く
新
た
な

仕
組
み
と
し
て
「
地
域
自

治
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
。

①
地
域
会
議

 

・
市
長
か
ら
の
諮
問
に
関

　

す
る
審
議
・
答
申

 

・
わ
く
わ
く
事
業
の
審
査

 

・
地
域
課
題
解
決
の
検
討

　

と
行
政
へ
の
提
言

 

・
地
域
会
議
だ
よ
り
等
に

　

よ
る
地
域
へ
の
情
報
発

　

信
②
地
域
予
算
提
案
事
業

　

地
域
の
意
見
を
市
の
施

策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で

地
域
課
題
を
解
決
さ
せ
る

た
め
、
地
域
会
議
ご
と
に

年
間
２
千
万
円
を
上
限
に

提
案
を
予
算
化
す
る
仕
組

み
。

③
わ
く
わ
く
事
業

　

地
域
の
組
織
や
市
民
活

動
団
体
が
主
体
的
に
取
り

組
む
事
業
に
対
す
る
補
助

金
制
度
。
地
域
会
議
単
位

で
年
間
５
０
０
万
円
を
上

限
。

募
集
→
事
業
公
募
→
応
募

→
公
開
審
査
→
プ
レ
ゼ
ン

→
採
択
・
補
助
金
交
付
→

事
業
実
施
→
成
果
発
表
会

※
個
々
の
事
業
の
補
助
率

や
補
助
金
額
・
補
助
対
象

な
ど
の
決
定
は
、
地
域
会

議
ご
と
の
基
準
で
判
断
。

【
意
見
交
換
会
】

　

地
域
審
議
会
正
副
会
長

と
の
意
見
交
換

◆
主
な
意
見

〇
地
域
振
興
予
算

 

・
地
域
振
興
特
別
予
算
に

　

代
わ
る
も
の
は
、
形
を

　

変
え
て
残
す
と
い
う
こ

　

と
が
大
前
提

 

・
地
域
の
予
算
は
人
口
割

　

り
で
は
な
く
、
地
域
の

　

実
情
に
応
じ
て
必
要
な

　

所
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

　

予
算
づ
け
し
て
ほ
し
い

 

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

　

地
域
の
予
算
削
減
あ
り

　

き
の
話
に
聞
こ
え
る

 

・
地
域
予
算
の
大
枠
が
つ

　

か
め
ず
方
向
性
が
決
め

　

ら
れ
な
い

 

・
す
べ
て
費
用
対
効
果
で

　

は
支
所
地
域
は
や
っ
て

　

い
け
な
い

 

・
予
算
は
配
分
方
式
で
な

　

く
、
夢
の
描
け
る
よ
う

　

な
方
式
が
い
い

〇
地
域
審
議
会
に
代
わ
る

新
た
な
組
織

 

・
準
備
委
員
会
は
立
ち
上

　

げ
た
も
の
の
、
何
を
や

　

っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら

　

な
い

 

・
組
織
論
は
あ
と
で
い
い

　

の
で
、
地
域
課
題
を
洗

　

い
出
し
て
、
ど
ん
な
地

　

域
を
目
指
す
の
か
と
い

　

う
議
論
を
若
い
人
の
意

　

見
も
聞
き
な
が
ら
進
め

　

る
べ
き

 

・
新
し
い
組
織
と
支
所
機

　

能
は
セ
ッ
ト
で
考
え
る

　

べ
き
で
、
機
能
や
権
限

　

を
明
ら
か
に
し
な
い
ま

　

ま
組
織
論
が
先
行
す
る

　

の
は
よ
く
な
い

 

・
新
し
い
組
織
の
委
員
は

　

公
募
も
含
め
、
意
欲
あ

　

る
人
に
参
加
し
て
も
ら

　

う
べ
き
だ
が
、
若
い
人

　

や
女
性
の
参
加
も
、
現

　

実
的
に
は
難
し
い

 

・
協
議
会
の
事
務
局
に
は

　

市
の
職
員
を
配
置
し
て

　

ほ
し
い

◆
提
言
の
方
向
性

〇
新
た
な
組
織
と
支
援
制

度
の
構
築

 

・
陳
情
・
要
望
型
を
脱
皮

　

し
て
地
域
住
民
が
課
題

　

解
決
に
向
け
、
自
ら
考

　

え
議
論
す
る
場
を
設
け

　

る
必
要
が
あ
る

 

・
全
市
一
律
の
考
え
方
で

　

は
な
く
、
地
域
の
意
向

　

を
尊
重
し
た
柔
軟
な
支

　

援
制
度
が
整
え
ば
、
住

　

民
の
や
る
気
を
生
み
達

　

成
感
も
高
ま
っ
て
地
域

　

力
の
向
上
に
つ
な
が
る

　

の
で
は
な
い
か

〇
支
所
機
能
の
あ
り
方

 

・
地
域
と
本
庁
の
連
絡
係

　

と
し
て
の
支
所
を
脱
し
、

　

支
所
長
の
裁
量
権
限
強

　

化
も
含
め
、
地
域
に
寄

　

り
添
う
姿
勢
が
住
民
に

　

も
感
じ
取
れ
る
体
制
が

　

必
要

 

・
総
合
支
所
と
い
う
位
置

　

づ
け
か
ら
本
庁
直
轄
化

　

や
担
当
の
ブ
ロ
ッ
ク
化

　

等
に
よ
る
集
約
な
ど
取

　

扱
事
務
の
精
査
、
地
域

　

支
援
担
当
に
重
点
注
力

　

と
い
う
考
え
方
も
必
要

　

で
は
な
い
か

総務厚生委員会
政策課題
１. 個性ある地域づくりの推進と一体感の確保
２. 人口減社会におけるあらたな行財政運営
３. 健康・元気・安心社会の実現

 豊田市の地域会議

設置単位：各中学校区単位
（全２７地区）

委員定数：２０人以内
任　　期：２年（再任は１回まで）
身　　分：非常勤特別職

（地方公務員）
委員報酬：なし
（費用弁償として 1,000 円のみ）
●多様な意見を集めるため、多
様な団体・公募委員・男女比率・
年齢構成・地域性に配慮
●各地域自治区事務所
市の地域支援課と１１の支所の
合計１２か所に地域支援担当を
配置


